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 18年5月12日�

〃   9月29日�

〃 10月26日�

〃 12月26日�

〃 12月27日�

 19年3月27日�

〃   4月 2 日�

業務・資本提携に関する基本合意�

経営統合に関する基本合意�

共同株式移転契約（株式移転計画作成）�

株式移転承認種類株主総会（熊本ファミリー銀行）�

株式移転承認臨時株主総会（両行）�

上場廃止日　（両行）�

経営統合・持株会社設立・上場日・登記申請日�

福岡銀行� 熊本ファミリー銀行�

株式移転比率�

※必要な関係当局の認可取得を条件とします。�

1 0.217

熊本ファミリー銀行との経営統合について

ふくぎんからのお知らせ
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■新持株会社の概要

■経営の基本方針

　福岡銀行と熊本ファミリー銀行は、関係当局の認可を前提に共同株式移転の方式により平成19年4月2日に
持株会社『ふくおかフィナンシャルグループ』を設立する準備を進めています。�

■新組織体制

■スケジュール　『ふくおかフィナンシャルグループ』は、福岡銀行と熊本

ファミリー銀行を中核企業として、相互に営業・管理面を

含むビジネスノウハウを共有し、新たなビジネスモデルの

展開を進めることで、各々の営業基盤において収益の拡大

強化、経営の効率化をスピーディーに進め、経営統合による

グループシナジー（相乗）効果を早期に実現してまいります。�

商　　　　　号  ： （株）ふくおかフィナンシャルグループ�

設　立　時　期 ： 平成19年4月2日（月）　�

資 　  本  　 金  ： 1,000億円�

上場証券取引所 ： 東証、大証、福証　�

グループ経営理念�
�

グループシンボルマーク・ロゴタイプ�

シンボル�
マーク�

ロゴ�
タイプ�

ふくぎん：競争力のある商品・サービス�
熊ファミ銀：地元中小企業・リテール先への木目細かな営業�

営業戦略の融合
両行の強みを活かした戦略展開

事務・システムの共通化
システム統合

人材の融和
グループ内相互の人材交流を推進

・グループ内事務の統一�
・取扱商品の共同開発�

・相互出向者29名（1月15日付）�
・トレー二ーの研修派遣�

・システム費用の軽減�
・各種セミナー開催�

�
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●26日 共同株式移転契約締結�

［計画・戦略］�

●27日 臨時株主総会（株式移転承認）� 持株会社設立�

残り
2年半

残り
1年半

NEW

中期経営計画2006�
～期待を超える銀行に～�

第6次中期経営計画�
～Power　up　Plan　2008～�

ふくおかフィナンシャルグループ�
グループ経営管理体制の整備、�
資本・株主還元策の策定�

現中計の�
計数リバイス�

2年間の中計�
新規策定�

「グループ�
 中期経営計画」�

19年4月～21年3月�
（2年間）�

1 2 3

統
合
戦
略�

経
営
指
標�

資
本
施
策�

株
主
還
元�

（2月公表予定）�

グループ経営理念

＝
コアバリュー ブランドスローガン

いちばん身近な�
　いちばん頼れる�
　　いちばん先を行く�

あなたのいちばんに。�

　『ふくおかフィナンシャルグループ』は、グループ全体のガバナンス態勢の強化およびリスクコントロール態勢の確保、

ならびに内部管理態勢の構築をはじめとした持株会社としての権能（子銀行およびグループ各社の経営管理）を適時

適切に発揮するため、以下の経営機構・業務機構体制で運営にあたります。�

�

取締役会�

監査役�

監査役室�
グループリスク管理委員会�

グループ経営会議�

経営企画部�

株主総会�

リスク統括部� 格付審査室� 監査部�

経営管理・IR・財務� 統合リスク管理� リスク監査・業務監査�格 付 審 査 �

組 織 図 �

「グループ経営管理契約」�

熊本ファミリー銀行�福 岡 銀 行 �

熊本ファミリー銀行 関連会社�
（連結子会社：7）�

福 岡 銀 行  関 連 会 社 �
（連結子会社：7、持分法関連会社：1）�

代表取締役�

承認済�

承認済�

ふくおかフィナンシャルグループは、

高い感受性と失敗を恐れない行動力を持ち、
未来志向で高品質を追求し、
人々の最良な選択を後押しする、

すべてのステークホルダーに対し、価値創造を提供する
金融グループを目指します。
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